
推進連絡協議会

藤 沢 市

平成２９年８月８日（火）

ふじさわサイクルプラン

第７回
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１．開 会

次 第

２．成立宣言

４．議 題

（１）平成２８年度供用箇所の運用状況について

（２）平成２９年度の事業展開について

（３）レンタサイクルについて（調査・研究状況報告）

（４）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

５．閉 会
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３．要綱改正



（１）平成２８年度供用箇所の運用状況について

４．議 題
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平成２８年度供用箇所の運用状況

【走行空間整備】
土棚石川線

４．議題（1）平成２８年度供用箇所の運用状況

【駐輪環境整備】
善行駅西口自転車等駐車場
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□事業概要
延長 約１，２５７ｍ
車道混在型路面表示

①土棚石川線（H29.3供用）

４．議題（1）平成２８年度供用箇所の運用状況

路面標示を設置した箇所
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自転車利用状況実態調査結果 （単位：%）

車道走行 車道逆走 歩道走行

整備前
2月3日(木)

整備後
5月25日(木)

①土棚石川線（H29.3供用）

※調査場所は両日共に市民図書館前

４．議題（1）平成２８年度供用箇所の運用状況
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利用状況（平成２９年７月現在）

合計
自転車

原付
（50cc以下）

普通自動二輪
(50cc超125cc以下)

定期 一時 定期 一時 定期 一時

収容台数 115 12 7 57 24 8 7

契約・利用台数 44 11 4 13 6 8 2

単位：台

②善行駅西口駐輪場

４．議題（1）平成２８年度供用箇所の運用状況
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（２）平成２９年度の事業展開について

４．議 題
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藤沢駅辻堂駅線
藤沢市興業公社前から
辻堂方向への約142ｍ区
間の道路改良工事

①走行空間整備 ～中短期で取り組む路線の状況～

石川下土棚線
綾瀬市境の
街路築造工事

藤沢石川線
国道1号下の
トンネル工事

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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ふじさわサイクルプラン

①走行空間整備

①

②
③

⑤

⑥

⑦⑧

⑨⑩

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

⑥中学通り線

⑤六会駅東口通
り線

③土棚石川線

①高倉遠藤線

②善行長後線

⑩桜花園通り線

⑨八松小学校北
通り線

⑧鵠沼海岸線

⑦鵠沼奥田線

今後の整備スケジュール（予定）

～先導的に取り組む路線以外の路線への当面の対応～

４．議題（2）平成２９年度の事業展開

今年度実施予定であった①高倉遠藤線については、道路
事業の動きがあるため、H34年度の実施予定とした。

変更前 変更後 10
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□事業概要
延長 約１４２ｍ
自転車歩行者道（自転車通行指定）

４．議題（2）平成２９年度の事業展開

①走行空間整備〈藤沢駅辻堂駅線〉
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□事業概要
延長 約３６０ｍ
車道混在型路面表示

４．議題（2）平成２９年度の事業展開

①走行空間整備〈六会駅東口通り線〉

12



①走行空間整備〈県道３０号（戸塚茅ヶ崎）〉

藤沢警察署
前交差点

引地川

東町交差点

H27施工箇所
L=約210ｍ ＳＳＴ

位 置 図
H28～H29施工箇所
L=約370ｍ

□事業概要
延長 約３７０ｍ
自転車専用通行帯

平成２９年度整備完了予定
（現在施工中）

※辻堂駅南海岸線までの整備に
向けた設計作業も進めている

（参考写真）Ｈ２７年度整備区間

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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□事業概要
自転車通行空間
事業期間 平成29年度～平成31年度

４．議題（2）平成２９年度の事業展開

①走行空間整備〈湘南港臨港道路（江の島大橋）〉

標準断面図

現 況

完成時

現 況

完成時

江の島
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（仮称）藤沢本町駅自転車等駐車場

・アンケート調査（６月６日実施）
配布1,385枚（うち回答276枚）
→有料化後も72.0%の方が利用を
継続すると回答

・委託（測量・ボーリング調査など）

・計画案の検討

②駐輪環境整備

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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（仮称）善行駅東口自転車等駐車場

・整備予定
平成３１年４月供用開始（予定）
収容200台程度（バイク含）

・委託（測量）

・計画案の検討

②駐輪環境整備

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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小田急江ノ島線・ＪＲ東海道本線・江ノ島電鉄線各駅
周辺の放置自転車について、警告・撤去を実施

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

藤沢駅
警告数 15,29114,60511,8709,430

撤去数 3,329 3,239 2,909 2,298

辻堂駅
警告数 11,77010,0856,134 2,811

撤去数 2,978 2,682 2,041 1,302

湘南台駅
警告数 6,756 7,054 6,077 5,873

撤去数 1,999 2,002 1,692 1,644

その他
警告数 10,1187,967 5,216 3,192

撤去数 1,458 1,365 1,158 813

合計
警告数 43,93539,71129,29721,306

撤去数 9,764 9,288 7,800 6,057

【参考】年度別実績（バイク含）

②駐輪環境整備 ～放置自転車の警告・撤去～

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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矢尻Ｃ＆ＢＲ施設

〈矢尻バス停 サイクルアンドバスライド〉

□事業概要
既存施設拡張
収容可能台数 計３１台（１０台増）

平成２９年６月 拡張部分の供用開始

（参考写真）Ｈ２７年度整備済み試験運用中施設

③利用促進

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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1.交通安全啓発活動の拡充

• 四季の交通安全運動街頭
キャンペーンの実施
（市内１３箇所）

• 自転車マナーアップ運動
（毎月５日・２２日）の実施

• 自転車街頭点検の実施
（自転車マナーアップ強化月間の５月に９箇所）

• 交通安全ビデオ・DVDの貸出
• 広報ふじさわ掲載
• ホームページ掲載
• 自治会・町内会回覧 等

４．議題（2）平成２９年度の事業展開

④交通ルールの遵守
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1.交通安全啓発活動の拡充

• 11月11日(土）
秋葉台公園 第２駐車場

「ふじさわ交通安全フェスタ」開催

スタントマンによる

交通事故再現

（スケアード

ストレイト）

④交通ルールの遵守

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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1.交通安全啓発活動の拡充

• 中学１・２・３年生
へのチラシ配付

④交通ルールの遵守

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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2.防犯への意識づけ活動

• 自転車の防犯登録・ツ－ロック施錠について年
末に広報ふじさわへ掲載予定

• １０月末に
藤沢駅・辻堂駅・

湘南台駅で実施予定の

防犯街頭キャンペーンで

自転車盗難注意チラシと

ワイヤーロック配布予定

④交通ルールの遵守

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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3.自転車環境づくりにあわせた意識の啓発

【参考】

土棚石川線の

矢羽周知チラシ（→）を

湘南台地区の自治会回覧

（平成２９年１月１０日）

をした。

④交通ルールの遵守

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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4.社会情勢に伴う交通ルール意識への啓発

• ポスター掲示

• チラシ設置

• 交通安全教室
の実施

（年間約200回）

④交通ルールの遵守

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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5.幼児二人同乗基準に適合した自転車利用の啓発

• 「幼児二人同乗用自転車
購入費補助制度」交付決定者

にチラシの郵送

④交通ルールの遵守

４．議題（2）平成２９年度の事業展開
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（３）レンタサイクルについて
（調査・研究状況報告）

26

４．議題



レンタサイクルとは

図の出典：全国コミュニティサイクル担当者会議資料

 観光など長時間利用に適する
 初期費用・維持費用が抑えら
れる

 移動先で駐輪スペースが必要
 ひとりの利用者が長時間自転
車を占有するため、多くの台
数が必要

 乗り捨て可能で短時間利用に適する
 多様な交通手段との連携により、回
遊性が向上

 多数のポート用地の確保が必要
 自転車の再配置など、運営コストが
かかる

導入により、「公共交通機能補完」「来街者の移動手段の
多様化」「自動車利用の抑制」をはじめとした、様々な効
果が見込める。
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４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）



サイクルプランにおける位置付け

 対象エリア・・江の島周辺の３駅を中心
 目指すもの・・観光を目的とした回遊しやすい環境づくり

※サイクルプランp.73 関連部分抜粋

「ふじさわサイクルプラン」では、自転車利用の促進に向け、
中短期で取り組む施策の1つとして掲げている

観光目的の交通への対応
＋

各種の交通課題への対応 28

４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）



全国のコミュニティサイクル先行事例

 本格導入している都市は全国で87都市（H28.10）
毎年、15～20団体程度増加、5団体程度が廃止している。

 導入目的は「公共交通の機能補完」 「地域活性化」「観光戦略
推進」が多いが、ねらい通りの効果が現れているのは半数程度。

 回転数は諸外国と比べると著しく低く、多くの自治体で2回/台・
日を下回る。（パリ 10回/台・日、台北 7.1回/台・日）

 施設の設置費用や運営費用などの一部を、行政が負担している事
例が多い（年間数千万円の負担も）

 安定した運営には、平日の通勤や通学利用、法人利用等を効率よ
く取り込むことも必要
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４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）



近隣自治体等の状況①
 横浜市（コミュニティサイクル）
･４回の社会実験を経て、コミュニティサイクルを本格実施。
・回転数は1.5回/台・日程度であり、年々増加している。
・観光だけでなく、買い物、通勤利用なども取り込んでいる。
・事業者に対して横浜市による財政的な措置を行っている。
（平成26年度1800万円⇒平成28年度 1400万円）

図、写真の出典：全国コミュニティサイクル担当者会議資料
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４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）



近隣自治体等の状況②

 茅ヶ崎市（レンタサイクル）
･ ３回の社会実験を経て、レンタサイクルを本格実施。
・商店連合会が導入していたレンタサイクルに加えて、観光協
会による駅前での貸出しを実施。（１４箇所、合計４３台）

・回転数 ０．４回/台・日程度（観光協会の５台について）
・観光目的の利用が約８割
・相互の乗り捨てはできない
・茅ヶ崎市は情報の一元化により利用者の利便性を高めている。

写真の出典：茅ヶ崎市HP
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４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）



近隣自治体等の状況③

 (株)湘南なぎさパーク（レンタサイクル）
・海沿いの駐車場３箇所で実施
・駐車場利用の促進を目的
・回転数 ０．１回/台・日程度
・幼児用や電動自転車も貸出し（合計４６台）
・ほとんどが江の島への観光利用
・相互の乗り捨てはできない

写真の出典：湘南なぎさパークHP

江の島 32

４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）



江の島３駅周辺の状況①

 サイクルポート候補用地
・片瀬江ノ島駅前の駐輪場については利用台数が多く空きスペースがない。
・江の島や海岸沿いには県有地をはじめとする公有地が多い。
・片瀬や鵠沼等の住宅地には公有地は少ない。

 公共交通
・鉄道駅、バス停が多く配置され、
片瀬地区や鵠沼地区のほとんど
が「最寄駅まで徒歩１５分圏」
「藤沢駅周辺まで３０分圏」に
該当。
市内において特に公共交通が整備さ
れている地域。

徒 歩 １５分
バ ス １５分
自転車 １５分

凡 例

最寄駅まで１５分圏の状況
33

４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）



江の島３駅周辺の状況②

 自転車の所有率
・藤沢市南部における自転車利用率は15.8％（県内全体 11.2％）
高い自転車利用率であり、自転車所有者も多いと思われる

 自転車走行空間
・国道１３４号は広幅員の歩道で「普通自転車歩道通行可」
の指定あり

・江の島大橋は自転車の通行空間を設ける計画（幅員1.0ｍ）
・住宅地内は狭小で歩道がない道路が多い

34

４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）



導入にあたっての主な課題

 運営費用
・多くの自治体で経済的負担があるなど、事業の採算性に課題。
・安定した運営には、平日の通勤や通学利用、法人利用等を効
率よく取り込むことも必要だが、江の島周辺において観光目
的の移動以外の需要は高くないものと考えられる。

 用地確保
・特に利用が多くなる、片瀬江の島駅前や江の島島内における
駐輪スペースの確保（個人所有の自転車駐輪との関係性）

・住宅地では公有地が少ないためサイクルポートの配置が困難

 走行環境
・海岸沿いには一定の走行環境があるが、住宅地は狭小な道路
が多く、自転車利用者の増加による事故が懸念される

35

４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）



今後について

 事業形態（レンタサイクルかコミュニティサイクルか）

 海沿い近隣市との広域連携

 自治体負担の少ない運営方法（民間事業者の活用）

 移動目的に沿ったサイクルポート計画のあり方

36

４．議題（3）レンタサイクル（調査・研究状況報告）

「観光目的の交通」への対応に加えて、地域の交通課題への対
応を図るための研究を進めていく。



（４）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

４．議 題
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４．議題（4）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインの一部改定【平成２８年７月】
（国土交通省道路局 警察庁交通局）

＜主な改定点＞
①整備形態の選定
完成形態（本来の整備形態）による整備が当面困難な場合には、車道通行
を基本とした暫定形態を積極的に活用、原則、自転車歩行者道の活用は選択
枠から除外。

②路面表示（ピクトグラム・矢羽根）
自転車のピクトグラムや矢羽根型路面表示の仕様の標準化
・ピクトグラム及び矢羽根の幅・設置間隔。
・ピクトグラムは矢羽根よりも広い間隔で設置可能。

③整備形態別の設計（自転車道、自転車専用通行帯、車道混在）
・自転車道：一方通行を基本。ただし、条件によっては双方向通行も可。
・自転車専用通行帯：路面表示幅の選択可。
・車道混在：完成形態の場合、１．０ｍ以上の幅員を確保。
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４．議題（4）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

【現行版】
・完成形態：自転車道、自転車専用通行帯、車道混在

・暫定形態：当面の整備形態として既設の自転車歩行者道を活用できる。

【改定（案）】
・完成形態：自転車道、自転車専用通行帯、車道混在

・暫定形態：ガイドラインでは、暫定形態でも原則、自転車歩行者道の活用
を選択枠から除外するとされているが、当面の間は、現行版の
運用ができるものとする。

 ①整備形態の選定
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４．議題（4）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

【現行版】
■ピクトグラム
・大きさ ：幅０．６ｍ、長さ０．６ｍを基本。
・設置間隔：６ｍを基本。
■矢羽根
・大きさ ：幅０．６ｍ、長さ１．０ｍを基本。
・設置間隔：３ｍを基本。

【改定（案）】
■ピクトグラム
・大きさ ：矢羽根の幅にあわせることを基本。
・設置間隔：単路部では、矢羽根より広い間隔での設置を基本。交差点部等では、設

置間隔の縮小が可能。
■矢羽根

・設置位置：暫定形態の場合は、矢羽根右端を設置する位置は、路肩端から１ｍを

基本。（交通状況等によりやむを得ない場合は０．７５ｍ）

・大きさ ：完成形態の場合は、幅０．７５ｍ、長さ１．５ｍ、角度１：１．６を基

本。暫定形態の矢羽根の幅については、１ｍからＬ型側溝等のエプロン
を除いた舗装部分の幅に合わせるものとする。

・設置間隔：１０ｍを基本。ただし、単路部の沿線の土地利用によっては、設置間隔
を広げるなど柔軟な対応ができるものとする。

 ②路面表示（ピクトグラム・矢羽根）
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４．議題（4）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

 ②路面表示（ピクトグラム）

図ー２ ピクトグラム＋矢印

図ー１ ピクトグラム設置例（単路部）

図ー３ ピクトグラム設置例（交差点部）

単路部では矢羽根よりも広い間隔で設置できるものとする（車道混在）

交差点の前後
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４．議題（4）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

 ②路面表示（矢羽根）

設置間隔
＝１０ｍ

図ー４ 矢羽根基本仕様 図ー５ 矢羽根設置方法
（暫定形態）

1.0m
(0.75m)歩道

エプロン
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４．議題（4）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

【現行版】
■自転車道
・一方通行または双方向。

■自転車専用通行帯
・自転車専用通行帯の全幅を着色。

■車道混在
・車道内の１ｍ程度の幅員を確保。

【改定（案）】
■自転車道
・一方通行を基本。ただし、条件によっては双方向通行も可。

■自転車専用通行帯
・自転車専用通行帯の車道側に、幅３０ｃｍの青ラインを設置。
・幅員は１．５ｍ以上を基本。やむを得ない場合は１．０ｍ以上も可。
■車道混在
・歩道がある道路では、矢羽根右端が路肩端から車線内１ｍの確保が基本。
・歩道のない道路では、矢羽根右端が道路境界から車道内１ｍの確保が基本。
ただし、交通状況等によりやむを得ない場合は０．７５ｍも可能。

 ③整備形態別の設計
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４．議題（4）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

 ③整備形態別の設計（自転車道）

図ー６ 自転車道（一方通行）

自転車道歩道 車道 自転車道歩道 車道

図ー７ 自転車道（双方向）
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４．議題（4）藤沢市自転車走行空間のあり方の改定について

 ③整備形態別の設計（自転車専用通行帯）

図ー８ 自転車専用通行帯 帯状路面表示
（３０ｃｍ車道側）

幅員１．５ｍ以上歩 道

３０ｃｍ
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